１／３００の可能性　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　主催：千葉県医療社会事業協会

全体研修①


　　　　　



【予定　プログラム】
1 HIV陽性者への支援について　②　HIV感染症の病態、治療、感染予防の基礎知識に
ついて　③　千葉県のHIV/AIDSの実態とソーシャルワーク支援および利用できる公的制度について　④　HIV陽性者の一般医療受入れを考える　事例報告　外来リハビリの受入れ　⑤グループワーク　あなたの病院にHIV陽性者の転院または外来受診の相談があったら・・・ミクロ・メゾ・マクロで考え、具体的に行動しよう！

【参加費】　無料　昼食は各自でご用意下さい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
【定員】　５０名　　　　【申込み締め切り】　　　平成２３年　１２月9日（金）
定員に達していない場合には、期間を延長する場合もございます。締め切り状況については、担当者までご連絡下さい。
【申込み方法】
別紙の参加申込書に必要事項をご記入いただき担当者へFAXでお送り下さい。　　　　　　　　　　　　　　　　
【問い合わせ先】　千葉県医療社会事業協会　研修部　東葛病院　　柳田　月美
電話：０４－７１５９－１０１１ (代表)　FAX：０４－７１５８－９２２９ (直通)
【会場】

千葉市生涯学習センター
〒260-0045　千葉市中央区弁天3丁目7番7号　　　
TEL.043(207)5811(代) 
・JR千葉駅東口または北口から徒歩8分

・千葉都市モノレール「千葉公園駅」から徒歩5分

・JR千葉駅北口から、千葉内陸バス「千葉駅」行で

「中央図書館・生涯学習センター」下車
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ＨＩＶ/ＡＩＤＳ（以下、ＨＩＶ）に対する治療法が日々進歩し、医学的にも社会的にも状況が目まぐるしく変化する一方で、ＨＩＶの患者・家族にとっての必要なサービスは未だ構築途上と言えます。今日、あらゆる医療機関において、ＨＩＶの知識と対応が必要となってきており、ＨＩＶに対する社会福祉サービスの必要性も年々高まっていると言えます。ＨＩＶに関する基礎知識や千葉県内の現状などを把握し、実際に自分の施設や機関にＨＩＶ患者の利用があった場合を想定した参加型の演習を行ない、今後の業務に活かせる研修にすることを考えています。この分野では第一人者である講師をお招きしての貴重な機会ですので皆さんふるってご参加下さい。





日時：平成２３年１２月１８日（日）9：３0～1７：０0（受付：９:０0～）


場所：千葉市生涯学習センター大研修室（3F）　この裏の地図参照


講師：　関西学院大学教授　小西加保留先生・　日本福祉大学教授　田中千枝子先生


国保旭中央病院　医師　・千葉県エイズ治療拠点病院ソーシャルワーカー
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